
昭和4D年 6月初日

陸上自衛隊では7月中の実弾射撃

をつぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=5日-9日
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市長各課長農業の実状を見る
の人々から現状を聞いて大いに勉強しま

した。

視察したおも左ところはつぎのと会bで

す。人参種子調整施設、平戸ツツジ畑、ハ

ウス栽培、ミカン園開拓地、簡木生産畑。

市長、助役、収入役はじめ各課長は、市

内の農林業行政の実績と概況を直接知っ

て市行政の参考にしようと、 B月10日、

市内全域を見てまわ bました。現地では

農業構造改善事業などの実際を見、農家
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

'-'0 

， ， 

/ 
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ん
農
家
は
留
守
が
ち
に
な
り
、

一
家
に

い
る
の
は
老
人
子
供
よ

一
い
う
と
こ
ろ
か
ら
押
し
売

b

ん
や
火
災
な
ど
の
起
り
や
す
い

一
季
節
で
も
あ
り
ま
す
.
つ
ぎ

一
の
よ
う
た
こ
と
に
十
分
注
意

し
て
火
災
と
犯
罪
の
な
い
農

一

繁
期
に
し
た
い
も
の
で
す
。

一

子
供
は
マ
ッ

チ
、
ラ
イ
タ

ー
な
ど
火
の
つ
く
も
の
は
非

一

常
に
興
味
を
持
ち
ま
す
の
で

ん
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保

=

管
す
る
よ
う
に
し
、
ま
た
炊

一

事
な
ど
の
残

b
火
の
あ
と
始

~
末
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

-

押

し

売

D
も
こ
う
い
う
季
…

一

節
を
目
あ
て
に
廻
っ
て
来
ま

一

一
す
。
も
し
、
押
し
売
b
が
来
一

一

た

と

き

は

、

一

一
ム
最
初
に
き
っ
ぱ
b
断

る

一

~
ム
応
待
は
た
っ
た
ま
ま
す
る
~

一
ム

奥
に
男
の
人
が
い
る
よ
う
一

一

機
転
を
き
か
す

一

ム
人
相

・
特
徴
な
ど
を
よ
く
一

一

確
め
て
警
察
や
派
出
所
に一

一
す
ぐ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
一
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ぐ
り
を
試
験

の
海
岸
で
、
は
ま
ぐ
り
の

り大 村 市 政 だ よ昭和40年 6刃20日

ル
ゲ
手
洗
い
の
習
慣
を
4

私
達
の
手
も
そ
の
大
き
な
役

一

割
を
し
て
い
ま
す。

一

そ
こ
で
子
を
洗
う
こ
と
が

-

手
軽
る
で
効
果
的
な
予
防
方

-

法
と
い
え
ま
す
。
自
分
自
身

…

の
健
康
を
守
る
た
め、

家
族

一

そ
ろ
っ
て
手
洗
い
の
習
慣
を

一

つ

け

ま

し

ょ

う

。

-

マ
薬
品
は
子
供
の
手
の
と
ど

U

か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
…

ま
し
ょ
う
。

一

マ
原
液
が
手
な
ど
に
つ

い
た
一

と
き
は
す
ぐ
石
け
ん
で
洗
一

伝
染
病
や
食
中
毒
の
発
生

-

い
ま
し
ょ
う
。

-

し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
じ
め
じ
め
し
た
つ
ゅ
の

寸

1

1

手

洗

運

動

l
l
l一
↑

あ
い
だ
は
、

細
菌
に
と

っ

て

一

七

月

一

日

か

ら

一

↑

は
適
当
な
涜
度
と
湿
度
で
一
一
九
月
三
十
日
ま
で
一
一

番
繁
殖
し
や
す
い
条
件
の
と

-1

1
41

1

11
1
1
1
1
1
1
--

一

き

で

す

。

七

月

一

日

か

ら

九

月

三

十

一

赤
痢
や
腸
チ
フ
ス

、
食
中

日
ま
で
の
三
カ
月
間
、
全
市
↑

毒
な
ど
は
、
細
菌
や
毒
物
が

民

手

洗

運
動
を
実
施
す
る
こ
一

口
か
ら
体
の
中
に
入
っ
て
訟
と
に
し
ま
し
た
。
ク
レ
ソ

l

…

こ
る
病
気
で
す
。
こ
れ
ら
の
ル
液
(
一
世
帯
当
り
百
グ
ラ
「

病
原
菌
は
、
は
え
や
ご
き

ぷ

ム

〕

を

町
務
連
絡
員
を
通
じ

f

て
各
世
帯
に
配
付
し
ま
す
。

た
h
y
な
い
分
は
別
に
配
付
す

i一時液の作りー

1.g.eCl升〉の水に18c.c.c1勺〉ーのクレ

ゾール液をまぜる。

=

=

=

=

=

=

=

一

一

=

=

=

=

七

月

か

ら

手

洗

い

運

動

を

実

施

液は毎日取 り替え、使用済できれいな液は

ふき掃除などに使し¥そのあとは便所か下

水溝に捨てましょう。

る り
こな
とど
'もに
多よ
いつ
の て
では
すこ
が ば
、れ

ノ

特
定
毒
物

(
ホ
リ
ド
ー
ル

フ
ツ
ソ

l
ル
な
ど
〉
を
使
用

す
る
と
き
の
注
意
事
項

刊
使
用
す
る
場
合
は
必
守
使

用
三
日
前
ま
で
に
市
を
経

由
し
て
保
健
所
に
到
着
す

る
よ
う
使
用
届
を
提
出
す

る
こ
と
。

同
使
用
す
る
場
合
は
実
地
指

導
員
指
導
の
も
と
に
共
同

防
除
を
実
施
す
る
こ
と
。

個
人
防
除
は
出
来
ま
せ
ん

制
使
用
後
は
必
守
赤
い
標
識

を
立
て
一
週
間
後
に
と
b

さ
る
こ
と
。

同
人
家
、
住
宅
の
近
く
で
使

用
す
る
場
合
は
前
も
っ
て

使
用
す
る
こ
と
を
知
ら
せ

て
か
ら
使
用
す
る
こ
と
.

側
同
一
人
の
長
時
間
作
業
は

や
め
る
こ
と
。

付
使
用
後
に
薬
液
、
空
容
器

使
用
機
具
、
衣
類
・
な
ど
を

る
ク
レ
ゾ
ー
ル
液
特
別
購
入

券
で
市
内
の
薬
庖
や
薬
局
で

完
全
に
保
管
、
処
理
・
処

-

分
す
る
こ
と
。

U

W
農
薬
は
、
必
十
保
管
箱
に

…

「
カ
ギ
」

を
か
け
て
保
管

一

す

る

こ

と

。

一

例
も
し
中
毒
症
状
(
眼
ま
い
-

頭
痛
、
は
き
け
な
ど
)
圃

が
出
た
ら
直
ち
に
医
師
の
…

診
断
を
受
け
る
こ
と
。
一

一
般
市
民
の
注
意
事
項
一

市
民
の
皆
様
も
次
の
点
に

-

注
意
し
て
事
故
防
止
に
ご
協
U

力

く

だ

さ

い

。

-

W
特
定
毒
物
の
使
用
地
域
は一

赤
い
標
識
が
立
て
て
あ

b
一

ま
す
の
で
近
寄
ら
な
い
こ
-

ム

」

川

伺
学
生
や
児
童
、
特
に
小
さ
一

い
子
供
の
川
遊
び
、
水
泳
一

魚
取

b
、
ホ
タ
ル
狩
在
ど
一

は
特
に
注
意
す
る
こ
と
。

E

川
り
も
し
農
薬
に
よ
る
中
毒
症
一

扶
(
眼
ま
い
、
頭
痛
、
は
一

き
け
な
ど
)
が
出
た
ら
す

一

ぐ
医
師
の
手
当
を
受
け
て
一

く

だ

さ

い

。

-

く購
だ入
さし
いて
。子

j先
ν、
を
続
け
て

、¥、u、
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一一母子検診の日程を変更←一一

母子検診の 日程を 7月か らつぎのと治り変更いたしま

す

健全な家庭づく bの基礎となる母性、乳児の健康の保

持増進のため適切な育児をされるように、又乳児の発

育状態を標準と比較するため検診をうけられる ように

治すすめします。

区 分 li 実施泡区 I実 施 M || 午~前191時時330例分|午~後4l時時

| 今問民館ß}-=f~~
浦 三浦出張所 ー 母子検診

方2火曜日| 鈴 田 |鈴田出張所 |妊婦検診 | 乳児検診

示2水曜日 |竹 松 i竹松出張所 | 〆ノ 〆ノ
， 

芳3月曜日 |松 原 |松原出張所 i λr fノ

矛3火曜日 | 福 重 |福重出張所 | 1/ 1/ 

1蜘 l学校 |母子勝 l
萱瀬出張所 一 母子検診

一一新しい人権擁護委員きまる一一

納
税
組
合
で
明
る
い
納
税
を

-
鉄
道
史
料
を
収
集

こ
ん
ど
、

新
し
く
次
の
納

税
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
で
市
内
の
納
税
組
合
は

百
六
十
二
組
合
と
な

D
ま
し

た
。

V

大
村
温
泉
V

片
町
第
二
V

岩
舟
V

椎
池
V

春
日
町
V

三

浜
町
V

古
町
五
区
V

池
田
九

区
一
マ
堺
町
V
大
村
料
飲
V
池

( 3 ) 

田
十
一
区
V

古
町
六
区

V

松
並

一

な
治
ま
だ
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
方
は
最
寄

b
の
納

税
組
合
に
加
入
す
る
か
、
町

内
な
ど
で
新
し
く
納
税
組
合

を
設
立
し
て
税
金
を
納
期
内

に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
.

明
治
二
十
二
年
、
九
州
に

鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
す
で
に

七
十
五
年
に
な
り
ま
す
.

そ
こ
で
門
鉄
で
は
七
十
五

年
の
鉄
道
の
変
遷
を
ま
と
め

た
門
司
鉄
道
管
理
局
史
を
編

さ
ん
す
る
こ
と
に
な
り
、
史

料
の
収
集
を
い
そ
い
で
治
り

ま
す
。
市
民
み
な
さ
ん
の
な

か
で
、

鉄
道
関
係
の
資
料
を として全国の市町村に治

かれているものです。

この人たちは、無料で

相談に応じ 、調査にあた

っては秘密をもら した b

差別的な取り扱いをする

ことはありませんのでご

遠慮なくご相談 ください

大村市内の人権擁護委

員がつぎの と必 りきまり

ました。

富永新三郎 (玖島郷)

馬場重雄〈沖田郷)

谷川小夜〈松山郷〉

人権擁護委員は、基本

的人権を守る機関の一つ

治
持
ち
の
方
は
つ
ぎ
の
と
こ

ろ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

蓮
絡
場
所

北
九
州
市
門
司
区
楼
橋
通

り
門
鉄
局
総
務
部
文
書
課

-
福
祉
資
金
に
寄
付

大
村
純
毅
氏
は
母
堂
大
村

田
鶴
子
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た

り
福
祉
資
金
に
と
金
一
封
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

あなたはねらわれている36pp者合弁:

-r 

いざすきあらば……

市内での発生件数(39年中〉

あきす | 28件

かつばらL、 1 4件

1 1件

す 8件



り大村市政だよ昭和40年 6月20日

長
崎
送
水
導
水
管
布
設
工

事
の
た
め
つ
ぎ
の
と
沿

b

全
面
交
通
止
と
な
り
ま
す

区

間

県

道

大

村
鹿
島
線

(
坂
口

t
上
池
田
)

六
月
十
五
日

t
七

月
三
十

一
日

午
後
十
時

1
午
前

六
時

( 4 ) 

期
間

時
間
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腸チフス・パラチ

フスの予防接種

市
道
入
国
管
理
庁

線
(
自
動
車
試
験

場

t
工
業
高
校

1

塵
芥
焼
却
場

t
農

協
澱
粉
工
場
)

六
月
七
日

t
七
月

二
十
日

午
前
八
時
半

t
午

後
六
時

恥

0
1レ、'つ品
u

、
l

交
通
止

区
間

期
間

時
間

腸
チ
フ

ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス

の
予
防
接
種
を
つ
ぎ
の
要
領

で
行
な
い
ま
す
。

該
当
す
る
か
た
は
も
れ
な
程

く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
間

マ

該

当

者

雄

三
才
か
ら
六
十
才
ま
で
。
フ

マ

接

種

要

領

持

初
め
て
接
種
さ
れ
る
か
た
パ

は
、
一
週
間
最
き
三
回
接
種
ス

(
三
回
接
種
し
な
い
と
効
果

つ

が
あ

b
ま
せ
ん
)
追
加
免
疫

腸

者
は
い
や

J

れ
か
の
日
に
一
回

接
種
。母

子
手
帳
持
参
の
こ
と
.

コ

久マ ・マー い求 次 禁日 園

保田 猿 下目 。め のさま七 ー
宅下渡 川百 入のとれで月 郡

・ 宅 原 円潟、上こま 郡 一 川
禿マ ・ 、料入ろす川日 ア
宅 原 古期 金 漁 で。 のか ュ
マ 郷川間 11 し 入 希 アら但
北 ・ 宅 中 竿 て 潟、 望ユ九 22
川 宮 マ五づく 券 の 釣 月来
内田 見 百 b プさ を 方が 三

宅 楕 円 で さ 治 は 解 十

i内の 「ー百.....，.，且......~\
!でこが た~ノ.. 曹..1=事:r7I辰"弘~γ、

〆〉ど.， 6~唱ド υJ'fiJ.-lρ科吃/“--， れ あば e内 o r--- -ト I. ，.....，..~'.-

lた は D こ
¥ばみま消

こ な す 費
」さ 。税
をん 」

買 方 と
わかい
れ市 う

i
I
4
J
1
1
 

7 17. 14 I西大村

! 1/ 1 萱瀬

B 1 7. 15 1 福重松原

9 1 7. 161大村三浦鈴田

該当地区

回

口
H

al西大村

131竹松

接種

接種場所 h 
市立病院 I 6 

竹松出張所 IG 

諏訪公民館 I6. 30I 7 

昔瀬出張所 11 1 

所
一

張

-

出
↑
所

開小
一
役

訟

一
市

ノ

市
の
歳
入
予
算

で
大
き
友
割
合
を

示
す
の
は
何
と
い

っ
て
も
市
税
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
市
税
の
な

か
で
大
き
友
部
分

を
示
め
る
も
の
に

市
民
税
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
で
、

圃
三
十
九
年
度
造
林
地

手
入
れ
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
き
ま
る

昨
年
六
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
造
林
地
下
刈
手
入
れ
=

シ
ク

1
ル
を
行
な
い
、
つ
ぎ

の
と
も
掛
り
入
賞
者
を
決
定
し

ま
し
た
。
入
賞
者
に
対
し
て

六
月
四
日
市
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

入
賞
者

一
位

※時間は午後 1時3J分から 3時30分まで

武
蔵
野
国
太
郎

(
矢
上
郷
)

る
た
び
に
そ
の
一

部
が
市
の

財
源
と
し
て
才
入
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
ど

れ
位
か
と
申
し
ま
す
と
、
た

ば
こ
一
本
当
b
約
四
十
二
銭

た
ば
こ
消
費
税

が

「
た
ば
こ
消
費
税
」
と
し

て
市
に
入
る
わ
け
で
す
。

昭
和
三
十
九
年
度
分

(
決

算
見
込
)
の
才
入
割
合

εし

ら
ぺ
て
み
ま
す
と
才
入
予
算

中
市
税
は
十
五

・
八

%
を
占

二
位

二
位

三
位

禿
鶴
雄
(
中
岳
郷
)

井
手
勝
(黒
木
郷〉

岩
永
麻
木
(
平
小

川
郷
)

井
森
古
寿

(
中
岳

郷
)

位
-
国
土
建
設
の
標
語
を
募
集

国
土
建
設
の
重
要
性
を
テ

ー
マ
に

し
て
標
語
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
六
月
二

十
五
日
ま
で

に
長
崎
市
江
戸

町
二
ノ
十
三
、
県
庁
内
土
木

部
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
.

め
、
そ
U
市
税
二
億
二
千
九
一

十
八
万
円
の
う
ち
で

「
た
ば

一

こ
消
費
税
」
は
十
四

・
四

μ
-

の
収
入
割
合
を
示
し
そ
の
金
山

額
は
約
三
千
八
十
八
万
五
千

一

円
と
な
っ

て
語
り
ま
す

.

一

こ
の
よ
う
に
「
た
ば
こ
消
一

費
税
」
は
市
の
有
力
な
財
源

即

の
一
つ
で
す
。
「
た
ば
こ
」
一

は
ぜ
以
市
内
で
買
う
よ
う
に
司

つ
と
め
、
こ
う
し
た
財
源
を

一

確
保
し
市
の
発
展
に
寄
与
し
一

私
た
ち
の
暮
し
を
豊
か
に
し
一

た

い

も

の

で

す

。

.

圃
肥
料
用
の
し
尿
を
配
分

L

ま
す

肥
料
に
す
る
た
め
の
し
尿

を
ご
入
用
の
方
は
衛
生
課
又

は
各
出
張
所
に
申
し
込
み
下

き
い
。
申
請
書
は
衛
生
課
又

は
各
出
張
所
に
備
え
て
あ

D

ま
す
。し

尿
の
貯
留
そ
ろ
は
、
密

閉
で
き
る
ふ
た
や
治
島
仏
を

作
ら
な
け
れ
ば
な
b
ま
せ
ん

配
分
は
申
請
書
に
よ
り
調
査

し
計
画
的
に
行
な
い
ま
す
.


